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１ 目的

  この要項は、合志市立小中学校 ICT 支援業務委託事業の事業者の選定において、当該

施策の重要性に鑑み、事業者の技術能力や意欲等を勘案し、より質の高い体制を確保する

ため、プロポーザル方式による事業者選定を実施することについて必要な事項を定めるもの。

２ プロポーザルの概要

（１）プロポーザルの名称

   合志市立小中学校 ICT 支援業務委託事業プロポーザル

（２）事業内容

   別紙「仕様書」のとおり

（３）契約期間

  契約日から令和４年３月３１日まで

（ただし、令和３年３月３１日までの間に事前の打ち合わせ等を実施すること。）

（４）業務提案限度額

   限度額は１６，０００，０００円（消費税及び地方消費税を含む）とする。

   ただし、２（３）に記載する打ち合わせ等については、費用は発生しないものとする。

   また、提案内容に関わらず、この上限額を超える提案は無効となる。

（５）スケジュール

   ①質疑書提出期限           令和３年１月１２日（火） 午後５時必着

   ②質疑回答               令和３年１月１４日（木）

   ③参加申込書・提案書等提出期限    令和３年１月２１日（木） 午後５時必着

   ④プロポーザル             令和３年１月２７日（水）

※詳細な日時は別途通知予定。申込数によっては日程を変更する場合あり。

   ⑤審査結果通知            令和３年２月１日（月）

   ⑥契約                   令和３年２月中旬

   ⑦業務開始準備             令和３年２月中旬～令和３年３月末まで

   ⑧業務開始                令和３年４月より

３ 資格要件・参加基準

本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件のすべてを満たす者とする。

（１）参加要件

① 地方自治法施行令第１６７号の４の規定に該当していないこと。

② 会社更生法に基づく更生手続き又は民事再生法に基づく再生手続き中でないこと。

③ 熊本県又は合志市から競争入札参加資格の停止を受けていないこと。

④ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）第２条に

規定する暴力団員でないこと、又は法人であってその役員が暴力団員でないこと。
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（２）参加基準

   ① 過去の実績において、都道府県・市町村の ICT 支援員の業務委託の実績を有して

いる、又は ICT 関係に特化した業者であること。

   ② ICT 支援員の採用体制及び管理体制等が整っていること。

４ 提出書類

（１）参加申込書（様式第 1 号）

（2）会社の概要が分かるもの（任意様式）

（3）提案書（任意様式）

   サイズは A４版、横書き、左綴じとする。

（4）見積書（任意様式）

    提案書添付用とは別に、見積書（消費税込み）原本を封筒にいれ封印して提出すること。

（5）提出部数

   上記提出書類（１）   ：1 部

  上記提出書類（２）、（３）：各７部

上記見積書（４）    ：原本１部、副本 7 部は（３）へ添付

５ 提案書の内容

（１）会社概要

① 会社概要（企業コンセプト、業務内容、資本金、従業員数、営業年数、関係担当部

門・合志市直近の営業所の体制等）

② 在籍人数と実働人数、小・中学校での ICT 支援員としての業務経験が１年以上の人

数、又は ICT に関する資格等を保有している人数

（２）ICT 支援員委託業務の方針・実績

① ICT 支援員として必要な資質・能力についての業者の方針

② 直近３年間の業務受託実績

（国・地方公共団体・学校法人別、学校種別、配置人数等個別に示すこと。）

（３）ICT 支援員、又は ICT 関係に携わる採用体制

① 採用方法、採用基準（合志市への ICT 支援員について、新規に採用する場合の採

用スケジュール）

（４）ICT 支援員の研修

① 委託開始前の事前研修計画、配置後の研修計画（スケジュール、内容等）

② 研修担当スタッフの教育体制・研修内容（ICT 教育・制度の専門性等）

（５）ICT 支援員の管理体制

① ICT 支援員の勤務評価及び評価後の指導体制と内容

② 配置校からの要望・苦情等への対応方法
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（要望・苦情把握方法、勤務日振替・交代依頼等に対する対応方法等）

（６）危機管理体制

① ICT 支援員が病気等により業務できない場合の代替措置、緊急災害時の対応

（７）独自の企画提案

   ① 教育委員会や学校向けの企画提案

② 仕様書の内容以外で実施可能な独自の事業

６ 質疑の受付及び回答

  実施要項等に質疑がある場合においては、次に従い質疑書を提出すること。

（１）提出書類   

質疑書（様式第２号）

（２）提出方法

① 質疑書は、原則として電子メールからの受付とする。

② 電子メール送信後は必ず電話にて、受信確認を行うこと。

（３）提出期限  

令和３年１月１２日（火）   午後５時必着

（４）提出先    

合志市学校教育課 学務指導班 前田 宛て

アドレス：kyoiku@city.koshi.lg.jp

（５）質疑回答  

令和３年１月１４日（木）までに全ての提案事業者に回答を通知

７ プレゼンテーションについて

  事前に提出した提案書に基づき、次のとおりプレゼンテーションを実施する。

（１）実施日時及び場所

日時：令和３年１月２７日（水）

  ※順番については申込順とし、詳細な時間等は別途通知する。申込数によっては日時

    等を変更する場合あり。

  場所：合志市役所 防災センター棟 1 階 避難所①A

  ※新型コロナウイルス感染症などの影響がある場合は、リモート開催の可能性も想定する。

（２）方法

   提案書に基づくプレゼンテーションを２０分、ヒアリング（質疑等）を１０分とする。

（３）出席者

   １事業者の出席者は３名以内とする。業務内容を熟知した担当職員が必ず出席すること。

（４）その他

   ① プレゼンテーションは、事前に提出する提案書の範囲内で行い、その他の追加資料
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の配布や使用は一切認めない。

   ① 当日は、投影機（プロジェクター）を教育委員会で準備する。その他に使用するパソコ

ン等は各自持参すること。

８ 評価項目・配点

選定にあたっては、合志市教育委員会の教育部長、学校教育課長、教育審議員、指導主

事を委員とする「合志市立小中学校ＩＣＴ支援業務委託事業に係る公募型プロポーザル選定

委員会」を設置し、これにより提案内容の審査を行う。

なお、選考結果については、後日各提案事業者に別途通知予定。

評価項目 評価の内容 配点

１ 会社概要 ・会社概要（企業コンセプト、業務内容、資本金、

従業員数、営業年数、担当部門の体制）

・在籍人数と実働人数、小・中学校でのICT支援員

としての業務経験が１年以上の人数、又はICTに

関する資格等を保有している者の人数

70点

２ 業務の方針・実績 ・ICT支援員として必要な資質・能力についての業

者の方針

・直近３年間の業務受託実績

３ 採用体制 ・採用方法、採用基準（合志市へのICT支援員に

ついて、新規に採用する場合の採用スケジュー

ル）

４ ICT支援員の研修等 ・委託開始前の事前研修計画、配置後の研修計

画（スケジュール、内容等）

・研修担当スタッフの教育体制・研修内容（ICT教

育・制度の専門性等）

５ ICT支援員の管理体

制

・ICT支援員の勤務評価及び評価後の指導体制と

内容

・配置校からの要望・苦情等への対応方法

６ 危機管理体制 ・ICT支援員が病気等により業務できない場合の代

替措置、緊急災害時の対応

７ 独自の企画提案 ・独自の企画提案についての評価

8 価格評価 ・提案された価格（見積書）による評価

審査点＝応募者全体の提案価格のうち最も低い

価格÷当該提案価格×３０（※有効桁数は少数第

1位とし、小数第２位以下は四捨五入とする。）

30点

合  計 100点
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９ その他

（１）提案に際し必要となる関連経費については、提案事業者の負担とする。

（２）提出された書類は返却しないものとする。なお、当該書類は提案者の許可なく提案以外

の目的に使用することはできない。

（３）参加者が1者であっても選考を実施するものとする。なお、1者の場合に点数評価が60点

を下回り、提案書が要求水準等を満たさないと審査した場合は、失格となる。

（４）提案書にて必要な要件を全て満たしていない場合は失格となる。

（５)提出書類内に虚偽の申告があることが発覚した場合は失格となる。

（６)プロポーザルの結果で合格となった者が、(4)の事由で失格となった場合、次点の者を繰り

上げて合格者とする。

（７)提出後の提案書に対しての変更は認めない。

（８)見積金額が提案上限額を超えている場合は選定の対象としない。

１０ 問い合わせ及び提出先

  〒861-1195  熊本県合志市竹迫2140番地

  合志市教育委員会  学校教育課 学務指導班  担当：前田

  ＴＥＬ：096-248-2366  ＦＡＸ：096-248-2377


